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岡倉由三郎 と目本語教育
吉 岡 英 幸
L岡 倉 由三郎の 日本語研究
岡倉 由三郎 は明治 か ら昭和初期 にかけて活躍 した英語教育者 として著名
であるが,同 時 に主 として明治期 に言語学,日 本語学 に関す る著述 も発表
してい る。彼 は また,日 本人 の旧韓国への往来 が頻繁 とな り,1日韓 国 での
日本語教 育の隆盛期 を迎 える幕 開け ともい う時期 の1891年(明治24),旧
韓 末(19世紀 末葉 か ら1910年の 目韓併合 にか けての時期 を指す)の漢城
(京城,現 ソウル)で 目本語教育 の任 に当た ウ,目 本語教 育史 上重 要な足跡
を記 している。 ここではまず,日 本語研究者 としての岡倉 の一面 を探 るた
め,彼 が影響 を受 けた2人 の外 国人,チ ェ ンバ レンとアス トン との交流
関係 を中心 に して見た彼 の著述 と,明 治 の岡倉 自身 に とって英語教育 と目
本語研究,日本語 教育が どの ように結びつい ていたのかについて見 てお く。
岡倉 由三郎 ほ1868年(明治 元)に横浜 で生 まれ,「十五 の歳 か ら共立学
校 へ通 い始 めたその少 し後 に,同 じ志 の若 い一人 の友 と一緒 に,或 る神主
であった人 に就 いて皇朝学 なる ものの教授 を受け,『古語拾遺』 やr伊 勢
物語■ な どの講義 を聴 いた りして,燃 えるよ うな 日本古典 に対す る愛慕 の
念 の幾分 かを満足 させ ていた。それ と同時 に,英 語 を踏 台 にして ドイ ッ語
やフランス語 の一端 を,オ ル レン ドルフの独習書 などで,稽 古 した りして
いる中に,ヨ ー ・ッパ の国々の言葉 を,片 っぱ しか ら学 んで,偉 く成 って
も見たかった。(中略)その二つ の欲望一 日本 の古典 が読み たい,広 く外
国語が覚 えたい」1)ことが,彼 の一生 を決定づ ける と同時に,終 生 の業 を
1)岡倉由三郎(1935)「恩師チャムブレン先生を偲ぶ」嘆 語青年』73巻2号
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選ばせ るこ とになった?
岡倉が強大な感化 を受 けた存在 として,次 兄 岡倉天心 とともに挙げ てい
るのがチ ェンバ レンであ る2)が,その師 との出会 いは1887年(明治20)7
月,和 文学科 と博言学科 の両学科 の授業 が受講 できる帝 国大学 の選科生 と
なった時 に始 まる。当時和文学科 の学生 は和 田万吉,博 言学科 は林曾登吉
それぞれ一人ずつだけであ り,先輩 に上田万年 がいた。チェンバ レンか ら
は,目 本 文典 の講義 では,日 本語 の言語学 上 の位置,hi(且)一fu,mi-mu,
yo-ya,itu-towoの数詞 倍数 対立 の現象,sak-a,sak-i,sak-u,sak-eの
よ うな動詞 の活用の語幹 の無 変化の ことな ど,当 時極 めて耳新 しい講 義 を
受 け,自 国語 の構造 についての新 しい考察の眼 を大いに開いた。言語 学で
は対照言語 学 を学ぶ とともに,3年 間 アイ ヌ語 と朝鮮語 の指導 を受 け,朝
鮮 語 には一層 強 い親 しみ を感 じる よ うにな った と言 ゲ ㌔18gq年(明 治
23)学業 を終 えたばか りの岡倉は,地 方教員 のた めの夏期講習会 の国語科
講師 として話 したものを,r日本語学一班 巻の一』 として明治義会 か ら9
月 に出版 した。思想交換 の方法,言 語 と文,言 語 の起源,言 語 の系統 的分
類法 な ど19条 に分 かれてお り,言 語 学入門 ともい うべ き内容 であ る。そ
の うち発音学 に関す る内容 が4条 あ り,言 語学 ・音 声学 関係 の 目本 で最
初 の出版物 といわれてい るり。そ して,翌 年6月 に普通 学全書第11編 と
してr日 本新文典』 を富 山房 から公刊 。前年 のr目 本学一班』 の巻 の二 に
予定 していた 日本語研究 に当たるものである。現代 日本語 を対象 としてお
り,音 韻 や動詞 の活 用な どにローマ字 を使 い説 明を行 っているが,チ ェン
バ レンの教 え を受 けなければ決 して こ うした著書 は生 まれ なかったはず で
ある。 また,学 業 を終 えたば かりの身で著書 を公刊 する とい うのは,い か
に大学 での3年 間 が充実 していたか を示す もの であろ う。『日本新文 典』
が刊行 された頃,旧 韓国 の漢 城に新設 の 日本語 学校 の教 師 を求 めてい るこ
とを和 田万吉か ら聞いて,海 外へ行 く決心 を したの もチ ェンバ レンか ら教
2),3)岡倉 由三 郎(1935)「恩 師 チ ャ ム プ レン先 生 を偲 ぶJ『 英 語 青 年 』73巻2号
4)福 井 久 蔵(1934)『増 訂 日本 文法 吏 』成 美堂
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えを受 けた朝鮮語 の研究 を深 めたかったか らである.チ ェ ンバ レン との出
会いが なければ 目本語教師 としての岡倉 の誕 生はなか ったであろ う。
アス トンは18解 年(元治元)に 日本 の英 国領事館 付通訳生 として来 目,
目本語 の習得 に励 み1869年(明治2)には,『 日本 口語 文典』 を,1872年
(明治5)に は 『日本文語文典`を 著 わ した・ アジア協会紀要創刊 にカ をつ
くレ・ 目本語 と朝鮮語 の比較や琉球 ・アイヌ語 な どの言語研究 な ど多 くの
論文を発表 した。会員 であ り多 くの論文 を執筆 しているチニンパ レンとは
当然親 交 があ った と考 え られ る,し か し,ア ス トンは1888年(明治21)
に引退 し帰 国 した。英 国に帰 国後 も 『日本書記』 の英訳 を1896年(明治
29)に,『日本文学史』 を1899年(明治32)に,『神 道』 を1905年(明治
38)に刊 行 し,1911年(明治 千4)に没 している。岡倉 とアス トンの直接 の
接 触 を示 した著述 は双方 ともに見 当た らないが,1888年(明治21)12月
に黒田太久 馬が中心 とな り,国 民 の教育のための国語 の調査研究 を主 な 目
的 とす る言語取調所 が設立 され た。その縞集 の事業 が定 め られ,担 当者 も
決 められ為が,そ の中に博言学担当 の上田万年 な どとともに,ア ス トン目
本 文典翻 訳担 当者 として岡倉 の名前 があが っている。この企画 は文法 や辞
書 な どの資料収集 を行 った だけで,そ れ ら資料 は2年 後 に帝 国大学 に寄
贈 され て しまい5),成果 は形 になって残 っていないが,少 な くとも岡倉 は
アス トンの文典 には眼 を通 していたはずである。1897年(明治30)岡倉 は
『日本文典大綱』 を公刊す るが,そ の序 に 「本 書 を著す に際 し,参 考 に資
せ し書 ど もの 中 に,ア ス トン氏 の(AGmmmaroftheJapanese'
Wτ三tenLanguage)・大槻 氏の広 日本文典 な どに,お う所極 めてお お し」
と記 してい る。英 国のケンブ リッジ大学の中央 図書館 には,ア ス トンが 目
本 滞在 中に集 めた資料 を中心 とす る貴重な 日本 関係 の コレクシ ョンが引 き
取 られて い るが・ 筆者 は1995年～96年 に同図書館 を訪 問調査 した際
見返 しに墨 で 「余が常 に敬慕 しまつれ るアス トン先生 の御手許 に謹 みて此
書 を呈 じ候 明治 三十年十二月五 日 著者 」 とあるr日 本文典大綱』 を見
5)福井久蔵(1%4)『増訂日本文法史』成美堂
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つけた。中は所々朱筆で訂正 した所 もあり,鉛筆の英語の書き込みも見ら
れる。岡倉が発行されたばか りの自著 を朱で訂正しアス トンに献本したも
のを,アス トンが一読 し書き込みをしたものと思われる。この一書以外 に
ケンブグッジ大学の図書館には岡倉の著書は見当たらないが,献 辞から見
る限 り二人は一面識もない関係 とは考えにくい。恐らくチェンバレンに教
えを受けるようになって,・その紹介で会 う機会があったか,少なくとも以
前から手紙のや クとりを行 うような交流はあったと推測 される。岡倉の日
本語研究は,チ ェンパ レンやアストンという外国人から強い影響 を受けて
V、るとい うことは興味'深ヤ、。
岡倉は若いころから外国語1二興昧を持 っτいた。既 に9歳 の時か ら外
国語学校に通ったほどで効,の ち英語のみならず ドイッ語,フ ランス語
も独習するなど語学習得への情熱 も強いものがあ?た。このことが帝国大
学でチェンバレンに学ぼ うと決心させた大 きな理由でもある。チェンバ レ
ンは,目 本で初めて言語学 を講 じ,言語の比較研究歴史研究 を教導 して,
目本の言語研究の基盤を作った人物である。岡倉は従来の国語学 とは異な
る,いわば外国語としての日本語という視、点で目本語を見ることを教 わっ
た。岡倉が我国最初の言語学 ・音声学関係の書物だといわれるr日本学一
班』 を著わしたのもそのことを示している。日本語教師としての務めを終
え旧韓国か ら帰国 した翌年の1894年(明治27)に,『教育時論』 に発表 し
た抜 き刷 りを1冊 にまとめた 『外国語教授新論』 で岡倉は,外 国語教授
の基礎 となる国語教育の現状に間題があるとし,話 し言葉と書き言葉 との
違いを明確にして教育では前者をもととすべきで・これは外国語教育 を行
うに当たりまず国語を基礎とすべきことと同じであると主張 している。ま
た,漢文は長い間 日本人の生活の中に入 り込んでいるが,教育に当たって
は外国語 として扱 うべきだと論述している。現状のテキストは漢文教授の
ためのものでなく,文字及び配列は易から難へと配慮 されたものではない
ため適 さない。漢文は目本文とは異なる故,外 国文 としてこれを教育する
必要があるとする。更に,小学校か ら俗語(岡倉は耳遠 き漢語や雅言に対
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して 日常 口にす る言葉 とい う意嘘 で使用 してい る)の教 育が大事 であ り,
小学校教 師は常 に生徒 の 口語 に注意 し,語 法 に誤 りがあれば正 さなければ
な らない 。そのため俗 語語 法書や発音 の標準 を示 した語彙 が必 要であ り,
そ うすれぱ方言 の障害 も減少す るとい う。現行 の仮名遣 い(例えば 「教 育」
をrケ ウイ ク」,r教え」 を 「ヲシヘ」 と書 かないで,発 音の とお りrき ょ
うい く」rお しえ」 と書 くべ きであ る との主張)及び漢 字 の種 々の音 と訓
(1字に幾通 りの読 み方 があ り覚 えるのに負担 が大 きい)を教育 の対象 とす
るのは賛成 できないが,教 える場合 はできるだ け生徒 の混 乱 を避 けるべ く
秩序正 しく,段 階 を踏むな どの配慮 が必要 であると述 べてい る。 日本人 の
教養 の一 っ として学ぶ べ きもの とされてい た漢文 を,こ れ は外 国語 で あ
り,外 国語 として適切 な教授法 に よって学習 すぺ きで ある とい う主張 は,
岡倉が実践的 な教育者であ ることをよ く示 している と同時に,日 本語 を外
国語 の一つ として客観 的に把握 していることがわかる。上記 に見 られ る様
々な論点は,そ の まま 目本語教育 の立揚 と共通 する ものであ り,彼 にとっ
て日本語研 究は外 国語研究 と同一線上 にあ った と考 え られ る。チェンバ レ
ンな どに よって育まれたこ うした視 点が,日 本語教育 を経験す ることに よ
ってよ り明確 によ り体系化 され たのではないか と考 え られ る。明治20年
代 に日本語教 師 として岡倉 が招贈 された とい うのは,人 を得 た人選であ っ
たとい うべ きであろ う。
2・旧韓末の日本語教育
旧韓末の時期,日 本語教育の中心は官立の日語学校 と目本の民間人や団
体による日語学校である。稲葉によると,1891年(明治24)から1910年
(明治43)に目本人の個人及び団体,目 韓有志設立の目語学校は131を数
え51,日本語を教えた韓国人自身が設立 したいわゆる民族私学及びキリス
ト教系私学の数は400以上,実 際は500校内外ではないかと推測 してい
6)稲葉継雄(1990)「旧韓末 「日語学校」の諸特微」『筑波大学地域研究』8号
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る7)。このよ うに機関数 から見ると隆盛期を迎えた 日本語教育であるが・
その幕開けの時期1891年(明治24)に,明治以降の日本人 として最初 に
海外で日本語教育の仕事をしたのが岡倉であるという説がある3>が,これ
は厳密1とは異論がある。4877年(明治10〉東本願寺 から釜 山に派遣 された
奥村円心が翌年1月 に韓語学舎を創立 し,現地の人に日本語 を教 え教化
の一役 を買った(中濃教篤r天 皇制国家 と植民地伝道一)とい う説 があるか
らである・詳細は不明であるが,現在わかっている限 りこれが明治以降旧
韓国の最初の目本語教育である。しかし,目本語教育を目的とする最初の
教育機関として,1891年(明治2斗)に設立された官立の日語学堂が,本格
的な 日本語教育 の礪矢であることは間違いない。『増訂補注朝鮮語学史』
によると,この目語学堂も最初は 日本公使館内に設けられ,次 いで個人の
家での個人教授式の小規模な授業,そ の後校洞 に移転して正式な日語学校
となった・岡倉 自身,「余は去る明治二十四年より朝鮮政府に膀せ られて・
日本語の教師 と為 り,同二十六年に至るまで該国に在て・語学の教授 に従
事 したりき。」(『東邦協会会報2号 』)と記 している。日語学堂は1895年
(明治28)「外国語学校官制」の公布によ り官立外国語学校の 日語学校 と
なり,1902年(明治35)それまで3年 であった修業年限が4年 に変更,
1906年(明治39)に官立漢城目語学校 となる。
岡倉が赴任 した当時の目語学堂の状況は,資料がなく詳細は不明である
が,r贈訂補注朝鮮語学史』によると,創立当初生徒は数百名に達 したが・
1896年(明治29)の終わ りには30名に減っていた。また,成績の最 も優
良なる生徒を校費で 日本に留学させたという。岡倉 自身帰国後の体験談 と
して 『東邦協会会報2号 』に,教 室で学生に一言一動 を慎み,専 ら感情
上 より彼等を感発せ しめんと努めたが,鞭燵 を加えられることに慣れてい
7)稲 葉 継 雄(1990)「旧韓 末 の私 立 学校 にお け る 目本 語 教 育 」 『文 芸 言 語 研 究 言
語 編 』18号
8)平 高 史 也(1992)「日本 に お ける オル レ ン ドル フの 受容 」ア月刊 日本 語 』5月 号
アル ク
1ー03一
るため うまくいかず,厳 しく接す る方針 に変 えた とい う。そ して,教 育 を
行 う上 での問題点 と して,忌 服 の こと.(父母 の喪 に遭 うと2・3か 月欠席
す るのが普通),雨 天不登校 のこ と(傘をさす のは下賎 の者 のす るこ とだ
し,か ごにの る経済的余裕 がないた め雨天 には外 出 しない),科挙 の こと
(科挙 の試験 は多 い時月 に3・4回 あ り,多 くの者 が受験 す るため欠席者
多数 となる),門地 ・金力 の こと〔出世 は家柄 もしくは経済力 によるた め,
懸 命に勉 強 して も甲斐 がな く勉学 の意欲 がみ られ ない)の4つ を挙げ てい
る且
臼英語教 育司 の岡倉 の略伝 に よる と,1893年(明治26)に滞在満2年 で
帰 国 したのは・ 東学党 の乱 が起 ころ うとす る時 で物騒 にな ってきたの と,
結 婚の こともあ ったか らである とい う。
3.岡 倉 由三郎の外国語教授法観
岡倉 がr我 邦 で通例行 われ ている外 国語教授 の方法 を見 る と,そ の名称
は文法的方法 とはい.わないが・そ の実大いに これに類 している。 自分共 が
英 語を稽 古 した時 には,主 に例 の訳 読の方法 に由ったのであった。(中略)
彼 の国の文法 的教授法 と同一 である、」9)と言 っているよ うに,明 治初年以
来 日本の外 国語教授法 の中心 は文法訳読法であった。この伝 統的教授法 に
対 し,新 しい有効 な教授法 を導入 すべ きである とい う動 きが明治20年 代
ご ろか ら活発 にな るが,岡 倉 自身そ の新教授法 の提唱者 の一人 であった。
後 年明治の英 語教 育界 の誇 る一大宝典 と称 され る【D〕『英語教育一 や,メ リ
ーブレブナー原箸 の訳 『外国語最新教授 法』 な どを刊行 し,そ の道の大家
となる岡倉 が,日 本語 を教 えた時期 どの ようせ外国語教 授法観 を持 ってい
たのか。我々 が知 るこ とができるのは,た だ彼 がオル レン ドル フ(H、G.
OIlendor鼠1803～1865)の教授法 をもって 日本 語 を教 えだ1)とい うこと
9)岡倉由三郎(1906)「本邦の中等教育に於 ける外国語の教授についての管見」
『外国語最新教授法』大目本図書 所収
10)目本の英学100年編集部(1968)『日本の英学1DO年 明治編ヨ
11)岡倉由三郎(1S餌)7朝鮮国民教育新案」r東邦協会会報』2号
一10尋一
だ けで あるが,そ のオル レン ドル フの当時 の受容 の一端 を知 る資料 に,
1888年(明治21)に出版 された 『六月卒業英学 自在』 が ある。 これは紅林
員方がオル レン ドル フの著書 を訳 した もので あるが,「新 式 に して6か 月
に英語 を読 み これ を書 しこれ を話 し得 るに至 る速成法 よ りその要 を摘訳 し
たる」 自習書 である としてお り,ア ル ファベ ッ トの宇体・単語 を例 に して
片仮名で示 した発音,冠 詞,名 詞,動 詞 な ど品詞 ご とに説 明があ り・文単
位 の例 の後,第1習 か ら第27習 まで次 の よ うな練習 で構 成 され ている。
第1習 の例 を見る と,
1)貴殿はパンを持て居 るか
2〉はい,私 はパ ンを持て居 ります
3)貴殿は塩 を持て居るか
4)・私は塩 を持て居る
5)貴殿は貴殿の石鹸 を持て居 るか
6)私は私の石鹸 を持て居る
7)貴殿 はいずれの砂糖 を持て居 るか
8)私 は貴殿 の砂糖 を持て居る
9〉貴殿 はいずれの紙 を持ているか
10)私は私の紙を持て居 る
11)貴殿は私の紙を持 て居 るか
12)私は貴殿の紙を持 て居 る
の文が あり,そ の後単語や文 の対訳 があ り,大 切 な語句 には説明がな され
ている。練 習 の英語訳 は本 の後 ろに まとめて載 ってお 窮 第1習 の それ
は1)Haveyouthebread～2)Yes,Sir,Ihavethebread.3)
Haveyouthesaltヨ4)Ihavethesalt,5)Haveyouyoursoap～
6)Ihavemysoap.(後略)のよ うに並 んでい る。各習 の冒頭 の練 習は
questionandanswerと呼ばれ る部分 で,こ の問答形式 の練習文は多い
習 で は30以 上 あ るが,こ れ は要約 で あ り原書 は もっ とず っ と多 かった。
そのanswerはquestionとほぼ同 じ文 で答 え易 く,そ れ を機械的 に出
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てくるように練習することが要求 されていた。例文同±の脈絡がなく,同
じような例文が繰 り返 されて単調であるとい う欠点が目につ くが,従 来の
文法訳読法と違 うところは会話にも比重をおいたこと〔問答形式により発
話 を促すことができる),上記の 「パン,塩,石 鹸,砂 糖,紙 」などの例
に見られるように目常生活 に密接な例文を取 り挙げたこと・練習に重点を
おいたことなどである。オル レンドルフの教授法は,PracticeMethod
とか文法式 とか呼ばれ,外 国語教授法史の中で大きく分類する場合には文
法訳読法の中に含 められることもあるが,少 な くとも日本における外團語
教擾法の歴史を見るとき,1901年(明治3尋)八杉貞利がスイー ト(Sweet)
の書を基にして著 わした 『外国語教授法』でオル レンドルフ,アーン,ブ
レンダガス トなどの方法は世の捨てるところとな りっっあるが,オル レン
ドルフはまだ今 日でも多少の崇拝者があると言っているように,スイー ト
の支持者でも無視できないほど影響力があった新教授法の一っであった。
日本語教育 を行ったころの岡倉にこのオル レン ドルフの教授法がどのよう
に受容 されていたのかを見ておく。
岡倉の日本語教育時の教授法観 を見るには,1目韓国から帰肉した翌年に
著わした 『外国語教授新論』が最 も適当であるが,そ の中で外国語専修の
生徒で個別授業の場合は 「オル レンドルフ,オ ットrコ ンフォー ト,グ
ァン,モンテースの如 き形式 を採 り,これに十分 日本語の性質より来る変
更を加えて着々学習せ しむるに於ては必ず良結果 を生ずるに至るぺし」と
述べ,会話の場合特 に初学者にはオル レン ドル7な どのや り方で言葉の構
造上似た語句文章 に慣れさせ,そ の学習した一定の表現になずらえて使用
させるべきであると言 っている。これは後年 「本邦の中等教育に於ける外
国語の教授 についての管見」で,中等教育の外国語学習の目的には理解力
と運用力 とを授 ける実用的価値 と,外国の事物に関する知識の増進 を謀っ
て見聞を広める教育的価値 とがあると述べているが,こ の分け方に基づけ
ぱ実用的価値 の促進 を主張 していると考えてよいだろ う。私塾などの個人
教授での外国語習得は教養のためでな く実用を目的 とするのが普通で,従
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来の文法規則の知識 を与えることと訳読をさせることを主とする教授法で
はなく,実用的な練習による運用能力 を身につけることが必要だからであ
る。また,岡倉は従来の会話は時候の挨拶や旅中の会話などの項目のもと
に会話例が並べてあって,そ の言葉をただ覚えるだけであると批判してお
り,重野建造も1896年(明治29)の『英語教授法改良案』で 「会話教授
の方法は彼のオルレン ドルフやカムフォー トの方法 を用い言葉 の組立に於
て成るべ く相類似 したる文句を撰んでこれを教え,それを実地に慣用せ し
め漸々次々これに模倣せ しめ,文法及訳解等にて得たる知識を利用して他
の文句 の構造及び使用を習練せしむべ し」 と述べている、会話は特に実用
に供することが求められるか らであろう。岡倉は当時の文法訳読式の色彩
のこい外国語教育の現状 を変えるために,自身が若い頃その書を使用 した
こともあるオル レンドルフの教授法の実用性を認めこれを採 り入れたので
ある。
4・ 岡倉 由三郎の 日本語教育
岡倉 が旧韓 国 で どのよ うな教材 を使用 し,ど の よ うな教 育 を行 ったの
か・その詳細 は不明であ り,日 本語教育 について は旧韓 国か ら帰 国 した翌
年 の 「朝鮮 国民教 育新案」 と題す る演説 の中で,「余 はオル レン ドル フの
教授 法 を用 いた り」 と言及 してい る監2)だけで ある。 そこでこの演説 と同 じ
年 に執筆 されたr外 国語教授新論』での主張か ら,彼 の 日本語教 育の方法
を探 ってみ たい。同書 では,項 目ご とに日本入 に対 す る外 国語教育 の具体
的 な方法 を述ぺてお り,要 約 する と次の よ うにな る。
読 み方:目 本語 と外国語 と異 な る音,似 て いるが違 う音 を丁寧 に図解 レ
て舌 の位置な どを示 す。また,意 味がわか りそ うな所 を教師 が朗読 して
その意味 を言わせる 「聞 き取 り」が効果 的である。
訳解:文 の訳 には俗語 をあてるべ きで,直 訳 は避 けるぺ きである。
作文:た だ題 を出 して書 かせ るか,原 文 を与 えて外 国語 に翻 訳 させ るだ
12)岡倉由三郎(1894)[朝鮮国民教育新案』『東邦協会会報」2号に載録
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けで事前 の手 当を何 もしないのはよ くない。
1)思 想 の示 し方 の違 い,ま たはそ の同 じもの を示 してお く・
2)テ ーマに関 し日本語 に適 当な表現 があれば示 してお く。
3)話 し言葉 と書 き言葉 の違 いを示 し,手 紙 な どの場合書式 を示す。
4)単 文,重 文,複 文 を自由に転換 できるよ うに してお く。
文法=文 法 を教 えるのに 日本語 と比較 しど う違 うかを理解 させ ず,文 法
書 をそのまま与えるのは間違いである。
会話=オ ルレンドルフ式を日本語の性質を勘案 して実行すれば,文 法 も
習得できる。
岡倉は 「文法』 という科 目を廃 し,「会話」の時問に使用する材料でそ
の中に含まれている法則 を理解 させるという考えを示 し,これはオル レン
ドルフの外国語教授式のや り方であるとする。r会話」は,初 学者は語句
や構文上の類似をもとに提出し,その使用に慣れさせ,そ れを使って表現
させるぺきであるとしているひ
こうレた岡倉の外国語教授法観 を日本語教育の立場 に置 き換えれば・発
音は舌の位置などを図解して日本語 と学習者の母語 との相違点 を指摘 し指
導する。作文は題を与える場合,そ の題に必要な表現や書式などを事前に
教えてから書かせる。そして,文法 という科 目をおかず,会話で身近かな
語彙を使用 し,構文や譜句 を軸にした問答形式 の例文を多 く与え,その学
習項目でも海る文法規則 を帰納的に理解させると同時に発話 を促 し,練習
させて定着 させるというものであろうか・資料がなく詳細はわからない
が,従来の文法訳読法に対 し新 しい外国語教授法を日本語教育に応用 し実
践したという点で,岡倉は貴重な存在である。
旧韓国での目本語教育での成果について岡倉は,r三ヵ月目にして通弁
を廃するを得たり。一年半にして日本新聞などを読むもの数人を出せ り。
(目本の卑近なる俗語は未だ解せ ざるものも多か りき)三年にして通弁,差
備官等数人 を出すに至れ り。」(『東邦協会会報2号 』)と報告している、
一108一
5.日本語教吉史における岡倉由三郎の位置
旧韓国の最初の官立の日語学校に初代の教官 として招聴 されたのが岡倉
であるが,2代 目の教官 として赴任 したのは,岡倉 と同じ帝国大学の選科
生であった長島巌次郎で ある。稲葉は,岡 倉の後任の人選にあたった の
は,当時の臨時代理公使杉村溶であり,長島が辞めた後長山乙介のシ ョー
トリリー7を 経て19叫年(明治37)に田中玄黄が着任 した時,そ の就任
をめぐって時の文部大臣の外務大臣にあてた人物照会に対する返答や,外
相がその内容を公使に伝えた電文などが外務省記録にあることを紹介 して
いるL1)。民間 と異なり官立の学校の主任教官 とい うことで,派 遣す るほ う
も相当人選について神経を使ったことがわかる・日本語教師 として厳 しい
資格審査 を経た上で,旧韓国政府から招聰 され就任 したわけであり・岡倉
がその最初の人事の対象者だった。つまり明治以降旧韓国から最初 に日本
語教師として招贈をうけ,海 を渡って目本語教育の任についたのが岡倉 で
ある。そ して,そ れ以前の状況から考えても,恐 らく日本語教育史 の上
で,岡倉は日本語教師 として当該国から招聴を受け海外 に渡 って教 えた最
初の人物ということができるであろう。
伝統的な文法訳読法に対 して最初の外国語教授法改革ののろしとなった
のは,1882年のフイェ トル(WiIhelmVietor)の『語学教育 は改善 され
なければならない』1千>であるが,それ以降多 くの新 しい外国語教授法が提
唱され明治の日本にも紹介された。この新しい外国語教授法を日本語教育
に採 り入れた人物では,グ ァン(FrangoisGouin)の信奉者 として山口
喜一郎が著名である。山口が国語講習員 として台湾1こ渡ったのは1896年
(明治29)であり,国語学校教授の橋本武が同校の図書館 で見つけたグァ
ンの言語教授法 の講説 を山口らに聞かせたのは1898年(明治31)であっ
た。そして,そ の説を受けて,山 口が対訳によらない授業の実践 を初 めて
13)稲葉継雄(1986)「官立漢域外国語学校について一 日語学校を中心に一 」
『韓よ103号
1斗)大野敏男・田中正道の課で 『言語教育の転換」(1982)渓水社びある
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試みたのはその翌年であるb).これは岡倉が旧韓国でオル レン ドルフの教
授法を目本語教育で実践した1891年(明治24)から8年後のことになる。
教材や教授法に関する資料が少ないので断定はできないが,現在までの資
料によれば,伝統的な文法訳読法に対 して新 しく起こった外国語教授法 を
明確に意識 し,その方法 を日本語教育で実践 した最初の日本人教師が岡倉
由三郎であると言 えるのではないだろうか。
宗文献の引用に際 しては・1部の旧仮名遣い及ぴ漢字の字体は現行表記の基準に
改めた。
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